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★6月定例会 2p
★研修報告（浜岡原発） 3p
★質疑あれこれ 4～5p
★一般質問 6～8p
★研修報告（揖斐郡三町議員）　 9p
★きらり・編集後記 　10p

芝の上で昼食を楽しむ養基保育園児

芝を楽しむ宮地保育園児
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道の駅の設置・管理に関する条例を定める（１〜１３条）

条例の内容
　設置目的、
名称・位置・付帯設備
管理者・職員等
事業の内容
利用の許可および制限
利用許可の取り消し等
使用料と減免
原状回復の義務
損害賠償

金額（消費税を含む）期間区分
１,０００円１日につきイベント広場

S棟 ８,０００円

１箇月につきテナント棟
M棟 ２８,０００円
L 棟 ５０,０００円
レストラン棟 ７６,０００円
物産販売所棟 ２１２,０００円
町長が定める額３年以内につき自動販売機設置ブース

大 ３,０００円
テント1張1日につき備　　　品

小 １,５００円

道の駅、施設の利用料

平成２２年度、土地開発公社の事業・決算報告

金額（万円）面積（㎡）
３３,００５３４,３３１土地の取得　北部工業団地
１９,２６６４１,０７９土地の造成・設計　〃

５３,５５５３２,２６７
土地の処分（池田町へ売却）
　北部工業団地・水路用地

１４,４１５１３,２０６　道の駅用地
２,８９５３０７　中公民館駐車場用地
２８５１７４　温知保育園道路用地
３１０４６３　役場駐車場用地

８７,５３３長期借入金残高

平成２３年度へ繰越金について報告
池田中学校、南舎耐震事業 6,383万円
総合体育館増築 ４,659万円
（国体に向け男・女の更衣室を増築する）

その他、条例の1部改正
　　　 補正予算の審議

消防ポンプ1台購入
3−3班（渓南・市橋）へ配備
ウスイ消防（指名競争入札） 1,638万円

５月９日　第２回臨時議会開催
国民健康保険関係等の専決処分事項４件
平成２３年度一般会計補正予算

原
案
可
決

７月２１日　第３回臨時議会開催
　・農業委員会委員の推薦（２名）
　・企業立地促進条例
　・平成２３年度一般会計補正予算

原
案
可
決
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中部電力、浜岡原子力発電所を視察
６月３０日、議員と役場職員、計１４人で静岡県御前崎市にある、浜岡原発を視察しました。
敷地面積は１６０万㎡、お茶畑がつらなる牧之原台地を背後に遠州灘に面した平坦な海岸地帯にある。

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　東北の大震災は、余りにも多い犠牲者、破壊さ
れた広大なふるさと、断ち切られた数限りない
人々の絆など、想像を絶した悲惨なつめあとを残
した。そして、福島の原発事故は終わりの見えな
い状況です。
　我々の愛するふるさと池田町は、福井の原発か
ら直線距離で６０㎞にあり、無関心ではいられませ
ん。そのため、今回浜岡原発への視察を実施した。
発電所は広大で構内は厳重に管理されていました。
また、同じ敷地内にある風力発電もその真下から
仰ぎ見た。

塔の高さ８０m、羽根の半径４０mの巨大な風力発電
機、１１基ある

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　核物質を扱っている施設だという事で、身元確
認もしっかりされ、原発の中枢部を見せてもらっ
た。いかに安全運転をしているかを丁寧に説明さ
れ、多くの質問にも答えて頂いた。原発の安全性
とエネルギー政策という難しい問題が国をあげて
議論されている今、現場を見た事で、事業の壮大
さがイメージでき、進むも退くも、大変な事だと
実感した。

研修館では、原発の話を専門官から聞く

６月議会から、クールビズで白の国体ポロシャツ

「議会改革」　一般質問は１問１答式に

今 ま で：複数の質問の場合、一括で
質問し答も一括。持ち時間
５０分。

これから：１問ずつ、質問・答を完了
していく。持ち時間５０分。

メリット：質問者・答弁者・傍聴者に
わかりやすい。
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◆
総
務
建
設
産
業
委
員
会
◆

問　

池
田
町
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
罹
災
証
明
を
受

け
池
田
町
へ
転
居
し
た
方
は

対
象
に
な
る
の
か
。

答　

対
象
に
は
な
る
が
、
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
該
当
者
は
な
い
。

問　

道
の
駅
池
田
温
泉
施
設
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
、
利

用
許
可
の
取
り
消
し
で
、

「
町
長
が
利
用
す
る
と
き
」と

は
。

答　

自
然
災
害
や
、
ト
ン
ネ
ル

内
で
の
交
通
事
故
等
緊
急
事

態
の
場
合
な
ど
に
、
緊
急
車

両
の
進
入
や
、
テ
ン
ト
の
設

置
、
医
療
関
係
者
の
立
ち
入

り
等
、
緊
急
事
態
を
想
定
し

た
も
の
。

問　

道
の
駅
に
設
置
の
、
自
動

販
売
機
の
賃
貸
料
は
料
金
に

反
映
さ
れ
な
い
の
か
。

答　

賃
貸
料
と
し
て
の
入
札
を

し
て
お
り
、
販
売
価
格
に
は

連
動
し
な
い
（
自
販
機
、
町

で
８
台
、
福
祉
団
体
４
台
、

地
元
片
山
地
区
１
台
）

問　

自
販
機
の
故
障
、
不
具
合
、

事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
と

き
の
管
理
体
制
は
。

答　

基
本
的
に
は
設
置
者
の
対

応
と
な
る
が
、
駅
長
や
町
も

連
携
す
る
な
か
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
警
察
署
に
も
協

力
依
頼
し
て
い
る
。

問　

空
き
巣
や
窃
盗
な
ど
の
犯

罪
が
、
町
内
で
発
生
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
対
策
は
。

答　

状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

今
後
は
、
住
民
の
方
へ
の
危

機
管
理
の
徹
底
を
す
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

集
落
公
民
館
設
置
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答　

国
体
に
向
け
て
の
補
助
金

と
し
て
、
以
前
の
補
助
基
準

を
緩
和
し
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
な
ど
の
施
設
整
備
を
し
て

い
く
も
の
で
、
国
体
の
た
め

の
備
品
整
備
に
つ
い
て
も
、

別
途
補
助
金
で
対
応
し
て
い

る
。

問　

備
品
の
入
札
に
つ
い
て
、

最
低
制
限
価
格
や
、
予
定
価

格
の
設
定
に
よ
り
、
入
札
執

行
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い

か
。

答　

最
低
制
限
価
格
の
設
定
方

法
を
適
正
に
判
断
し
て
、
効

果
的
な
入
札
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

問　

養
老
鉄
道
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
今
年
度
の
計
画
は
。

答　

７
月
よ
り
新
し
い
計
画
を

策
定
す
る
の
で
、
関
係
者
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

自販機コーナー

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
６月議会に上程された議案の中から主な

質疑を要約してお知らせします。

清掃ボランティア（池野駅）
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◆
民
生
文
教
委
員
会
◆

問　

介
護
基
盤
の
整
備
で
国
や

県
の
補
助
金
が
池
田
町
を
経

由
し
て
行
わ
れ
る
。
施
設
の

具
体
的
な
計
画
は
。

答　

白
鳥
地
内
で
新
生
会
が
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
通
称
ミ
ニ
特
養
）定
員　

人
２９

と
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

１
ユ
ニ
ッ
ト
９
室
。
下
八
幡

地
内
で
㈱
さ
く
ら
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
が
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト　

室
。

１８

県
か
ら
決
定
通
知
が
あ
り
次

第
着
工
さ
れ
る
。

　
問　

子
ど
も
安
心
基
金
で
補
助

さ
れ
る
保
育
園
の
芝
生
化
の

補
助
対
象
は
。

答　

消
耗
品
で
芝
の
苗
と
冬
芝

の
種
・
肥
料
・
散
水
用
ホ
ー

ス
な
ど
。
備
品
で
芝
刈
り
機

１
台
と
肥
料
散
布
機
２
台
。

　
問　

池
田
小
学
校
の
芝
管
理
に

芝
刈
り
機
・
肥
料
散
布
機
を
。

答　

養
基
保
育
園
や
温
知
保
育

園
・
片
山
保
育
園
が
今
回
購
入

す
る
機
器
を
活
用
さ
れ
た
い
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
・
要
援
護
者
の
支
援
マ
ッ

プ
の
電
子
化
と
は
。

答　

災
害
マ
ッ
プ
と
要
援
護
者

リ
ス
ト
は
毎
年
５
月
・
６
月

に
訪
問
相
談
を
実
施
し
地
図

デ
ー
タ
と
と
も
に
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
担
当
民
生
委
員
・

区
長
・
社
協
で
管
理
。
防
災

担
当
・
健
康
福
祉
課
な
ど
で

今
後
想
定
さ
れ
る
災
害
時
に

活
用
す
る
。

問　

八
幡
小
体
育
館
の
屋
根
補

修
・
塗
装
工
事
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
前
も
あ
ち
こ

ち
で
雨
漏
り
し
た
、
万
全
を

期
さ
れ
た
い
。

答　

夏
休
み
に
施
工
す
る
が
、

梅
雨
時
に
漏
水
個
所
を
十
分

に
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

問　

八
幡
小
体
育
館
の
北
側
入

口
の
戸
の
片
方
が
開
か
な
い
。

猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
早

急
に
改
善
さ
れ
た
い
。

答　

現
場
を
確
認
し
早
急
に
修

理
し
ま
す
。

　
問　

八
幡
小
学
校
の
建
設
時
期

は
国
体
終
了
後
に
な
っ
て
い

る
が
、仮
設
校
舎
の
設
置
で
２

回
引
っ
越
し
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。工
程
の
見
直
し
を
。

答　

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
検

討
し
ま
す
。

問　

特
定
検
診
の
用
紙
が
対
象

家
族
分
ご
と
に
送
ら
れ
て
く

る
が
ま
と
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
　

才
〜　

才
ま
で
の
国
保

４０

７５

加
入
者
４
３
０
０
人
と
岐
阜

す
こ
や
か
検
診
で
２
０
０
０

人
計
６
３
０
０
人
に
送
付
。

ま
と
め
る
と
本
人
に
渡
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
個
人
宛

に
し
て
い
る
。

問　

平
成　

年
度
に
百
八
十
万

１８

円
で
國
枝
家
文
書
を
購
入
し

た
が
、
そ
の
後
の
活
用
と
、

古
文
書
資
料
の
収
集
は
。

答　

國
枝
家
の
文
書
は　

年
度

２１

に
目
録
を
作
成
。
６
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
貴
重

な
文
書
が
流
出
し
て
買
い
戻

す
と
い
う
ケ
ー
ス
は
避
け
た

い
。

　

そ
の
後　

件
（
２
０
０
０
点

１０

以
上
）
の
資
料
の
寄
贈
を
受

け
整
理
中
。
貴
重
な
文
書
の

情
報
を
得
る
の
は
担
当
者
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

４
月
に
開
設
し
た
病
児
病

後
児
保
育
の
現
状
は
。

答　

登
録
者　

人
、
利
用
者
は

４４

４
月
０
人
、
５
月
２
人
で
の

べ
５
日
間
。

芝生植え付け作業（片山保育園）

芝生植え付け作業（温知保育園）

寄贈され整理中の古文書
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福
祉
の
湯
と
し
て
足
腰

の
弱
い
方
に
も
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
特
に
新

館
の
北
側
は
障
が
い
者
用

２
台
、
ふ
く
し
の
湯
利
用

者
専
用
２
台
し
か
な
く
、

い
つ
も
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。

み
ん
な
遠
い
駐
車
場
か
ら

歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
足
腰

が
弱
っ
た
ら
新
館
は
無
理
。

平
成　

年
に
出
来
た
物
産

１５

売
り
場
の
３
店
の
方
々
に

今
す
ぐ
で
は
な
い
け
れ
ど

道
の
駅
の
方
へ
な
ど
、
移

転
す
る
事
を
話
し
合
っ
て

も
ら
え
な
い
か
。

 
町　

長 

　

そ
う
い
う

話
は
聞
い
て

い
る
が
、
店

を
残
し
て
ほ

し
い
お
客
も

み
え
、
逐
次

考
え
る
。
障

が
い
者
用
駐

車
場
に
つ
い

て
は
も
う
少

し
何
と
か
し

た
い
。

　

南
部
公
園
が
出
来
て
か
ら　

年
１０

だ
が
、
現
状
は
広
い
部
分
の
草
を

刈
る
だ
け
の
維
持
管
理
地
。
今
や

環
境
の
時
代
、
遊
水
公
園
・
親
水

公
園
と
し
て
設
計
し
た
ら
ど
う
か
。

将
来
像
が
し
っ
か
り
あ
れ
ば
、
町

民
に
希
望
も
わ
く
し
、
行
政
の
無

駄
も
な
い
。

 
町　

長 

　

全
体
で
、
７
〜
８
千
ト
ン
を
貯

め
る
機
能
を
持
た
せ
て
あ
り
、　
２０

年
後
、
杭
瀬
川
の
改
修
が
で
き
た

時
を
想
定
し
、
住
民
の
方
の
安
心

と
公
共
的
に
使
え
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
こ
の
１
〜
２
年
で
植
栽

は
し
た
い
。

窪田弘子 議員

東日本大震災の教訓から

　

防
災
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
貴
重
な
災
害
情
報
、
町

民
の
財
産
だ
。
役
場
に
貼
っ
た
ら

ど
う
か
。

 
町　

長 

　

転
入
者
も
多
く
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
。

避
難
場
所
、
過
去
の
災
害
に
つ
い

て
も
整
理
し
特
別
展
等
で
公
開
し

て
い
く
。

　

池
田
温
泉
の
避
難
訓
練
は
。

 
町　

長 

　

年
２
回
や
っ
て
い
る
が
、
天
井

落
下
時
の
経
験
も
ふ
ま
え
、
今
後

し
っ
か
り
対
応
す
る
。

　

上
下
水
道
も
一
旦
壊
れ
る
と
被

害
は
大
き
い
。
地
域
の
井
戸
や
浄

化
槽
も
大
切
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

上
下
水
道
の
耐
震
化
は
県
で
１

番
だ
。
浄
化
槽
は
庁
舎
・
公
民
館
・

道
の
駅
な
ど
公
共
施
設
は
残
す
。

個
人
の
井
戸
も
使
え
る
も
の
は
記

録
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

　

節
電
の
提
案
を
２
つ
。　

万
円

３０

で
出
来
る
太
陽
熱
温
水
器
を
町
と

し
て
奨
励
さ
れ
た
い
。
太
陽
光
発

電
よ
り
熱
変
換
効
率
は
格
段
に
よ

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

い
え
る
。
今
１
つ
は
町
内
の
防
犯

灯
を
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
ら
ど

う
か
。

 
町　

長 

　

費
用
対
効
果
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

南
部
公
園
を
遊
水
公
園

と
し
て
の
将
来
像
は
？

平成１８年全戸に配ったハザードマップ
見直していく。

草刈るだけの南部公園を遊
水公園にしたら？池田温泉、高齢者・障がい者

の駐車場を近くに
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の
到
達
は
二
時
間
以
上
要
す
る
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
重
な
る
場
合
も
想

定
し
、
警
戒
・
避
難
の
在
り
方
を

見
直
し
て
い
き
た
い
。

　

敦
賀
や
美
浜
の
原
発
か
ら
、
直

線
で　

キ
ロ
程
の
距
離
に
あ
る
池

６０

田
町
。
仮
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た

場
合
そ
の
放
射
性
物
質
飛
来
に
対

す
る
影
響
と
対
策
は
。

 
町　

長 

　

こ
と
さ
ら
不
安
を
あ
お
る
こ
と

で
は
な
く
、
議
会
も
現
地
を
視
察

研
修
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
池
田

町
は
安
全
だ
、
大
丈
夫
だ
と
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
。

　　

揖
斐
郡
に
設
置
さ
れ
る
放
射
線

測
定
機
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ

て
い
る
か
？
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

放
射
線
量
の
公
開
も
必
要
だ
と
考

え
る
が
。

 
町　

長 

　

設
置
後
公
開
し
て
い
く
。
ま
た
、

池
田
町
に
お
い
て
は
お
茶
の
関
係

で
継
続
的
に
測
定
さ
れ
て
き
た
。

　

被
災
地
に
送
っ
た
一
万
五
千
本
の

備
蓄
水
の
補
充
は
出
来
て
い
る
の
か
。

 
町　

長 

　

現
状
で
は
出
来
て
い
な
い
。
手

配
で
き
次
第
、
補
充
し
た
い
。

　

近
年
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
よ
り
、
一
説
に
よ
る
と
、

近
く
に
根
尾
谷
断
層
が
あ
る
最
大

堤
高　

m
の
徳
山
ダ
ム
に
も
、
そ

１６１

の
水
圧
に
よ
り
巨
大
地
震
が
誘
発

さ
れ
る
心
配
が
あ
る
。
最
大
貯
水

量
は
浜
名
湖
の
二
倍
も
あ
り
、
万

が
一
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
場

合
の
水
害
を
心
配
す
る
住
民
の
声

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
。

 
町　

長 

　

池
田
町
の
地
盤
は
固
い
が
、

様
々
な
想
定
を
し
て
対
策
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
徳
山
ダ

ム
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　

で
設
計

８.７

さ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
ひ
び
が

入
っ
て
決
壊
し
て
も
、
池
田
町
へ

　

環
境
へ
の
配
慮
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
町
内
一
五

二
〇
基
の
防
犯
灯
の
L
E
D
化
が

必
要
。
新
設
の
場
合
の
み
行
政
補

助
が
１
／
３
だ
が
、
L
E
D
化
の

為
の
交
換
費
用
も
含
め
て
せ
め
て

１
／
２
補
助
に
増
額
出
来
な
い
か
。

現
状
と
し
て
地
区
の
負
担
が
大
き

す
ぎ
な
い
か
。

 
町　

長 

　

L
E
D
は
、
以
前
よ
り
低
コ
ス

ト
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
L
E
D

化
を
推
進
し
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
仮
に
１
／
２
に
し
て
も

町
財
政
上
問
題
な
い
の
で
、
補
助

率
の
ア
ッ
プ
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

　

南
部
公
園
や
中
学
校
体
育
館
に

備
え
て
あ
る
非
常
用
の
予
備
電
源

設
備
を
す
べ
て
の
避
難
所
に
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ー
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
防
犯

灯
も
増
設
で
き
な
い
か
。

 
町　

長 

　

非
常
に
高
価
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
補
助
制
度
を
探
し
な
が
ら
今

後
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

〜
L
E
D
化
の
促
進
と

助
成
額
の
増
額
を
！
〜

街
路
灯
・
防
犯
灯
に
つ
い
て

牧村範康 議員

災害対策の強化について
〜ダム誘発地震と放射性物質に対する
備えは万全か？〜

池田町から敦賀・美浜原発までの距離

L
E
D
防
犯
灯
の
点
灯
前
と
点
灯
中

（
撮
影
の
為
、
カ
バ
ー
は
外
し
て
あ
り
ま
す
）

総
合
体
育
館
駐
車
場
設
置
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
防
犯
灯
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野網義一 議員

旧石器人は池田町にもいた

　

池
田
町
片
山
の
二
ノ
井
遺
跡
で

ナ
イ
フ
形
石
器
（
今
か
ら
一
万
八

千
年
〜
二
万
年
前
）
が
発
見
さ
れ

縄
文
時
代
よ
り
前
の
旧
石
器
人
が

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
「
池
田
町
で
一
番
古
い
物
は
？
」

と
聞
く
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
古
墳

と
答
え
る
。
古
墳
よ
り
古
い
縄
文

時
代
や
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
多
数

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
古

墳
も
県
史
跡
の
願
成
寺
西
墳
之
越

古
墳
群
や
県
重
要
文
化
財
の
中
八

幡
古
墳
出
土
品
以
外
は
何
の
指
定

も
さ
れ
ず
、
現
地
で
の
表
示
も
な

い
。
遺
跡
の
表
示
と
保
護
を
。

　

池
田
町
史
発
行
後
の
発
掘
の
成

果
も
盛
り
込
ま
れ
た
「
わ
が
ま
ち

を
さ
ぐ
る
」
は
大
変
わ
か
り
や
す

い
解
説
書
。
普
及
状
況
は
。

 
町　

長 

　
「
わ
が
ま
ち
を
さ
ぐ

る
」
は
平
成　

年
に
図

１６

書
館
か
ら　

冊
発
行
。

５００

贈
答
や
販
売
で　

冊
。

２００

古
墳
や
遺
跡
の
明
示・Ｐ

Ｒ
と
保
護
に
努
め
る
と

と
も
に
道
の
駅
も
オ
ー

プ
ン
す
る
の
で
ル
ー
ト

も
考
え
た
い
。

埋蔵文化財は歴史の生き証人、保護とＰＲを

宮
地
の
小
水
力
発
電
の
復
活
を

脱
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
省
エ
ネ
を

　

原
発
の「
安
全
神
話
」は
崩
壊
し
た
。

　

原
発
を
廃
炉
に
し
て
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拡
大
と
省
エ
ネ
を
。

　

宮
地
村
営
の
水
力
発
電
所
が
大

津
谷
左
岸（
キ
ャ
ン
プ
場
の
北
隣
）

に
大
正　

年
８
月
に
完
成
し
昭
和

１０

　

年
ま
で
存
続
し
た
。（　
　

、

１８

１０
kw

　

戸
に
送
電
）
現
在
も
そ
の
あ
と

２８０が
残
っ
て
い
る
し
、
近
く
に
は
農

業
用
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
復
活
さ
せ
、
観
光
資
源
・
学

習
の
場
と
し
て
活
用
を
。

 
町　

長 

　

来
年
春
に
は
点
検
で
す
べ
て
の

原
発
が
止
ま
る
。
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
。
大
津
谷
左
岸
の
小
水
力
発

電
は
で
き
れ
ば
復
元
し
た
い
。
そ

の
他
に
池
田
公
園
北
の
農
業
用
水

を
利
用
し
た
発
電
を
利
用
規
制
が

解
除
さ
れ
れ
ば
考
え
た
い
。
節
電

に
努
め
て
い
る
が
８
月
は
役
場
で

　

分
繰
り
上
げ
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム

３０を
実
施
し
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
指
定

防
災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
に

　

阪
神
大
震
災
で
も
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
も
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
生
活
弱
者
の
死
亡
率
が
高

い
。
運
よ
く
避
難
で
き
て
も
避
難

所
で
関
連
死
や
二
次
災
害
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
の
指

定
は
し
て
い
る
の
か
。
防
災
機
能

を
備
え
た
道
の
駅
に
整
備
を
。

 
町　

長 

　

数
年
前
か
ら
自
然
災
害
が
想
定

さ
れ
る
場
合
に
事
前
に
見
守
る
組

織
づ
く
り
を
し
て
き
た
。
援
護
を

必
要
と
す
る
人
は　

名
。
福
祉
避

５０８

難
所
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て

順
次
指
定
し
た
い
。
道
の
駅
も
避

難
所
と
し
て
対
応
で
き
る
。

宮地村営発電所跡（水槽〜取入水路）

二ノ井遺跡（片山）で見
つかったナイフ形石器

宮地村営発電所　見取図
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渦

蔚

唄

鰻

嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

　揖斐川・大野・池田三町の町議会議員による研修会が７月７日午後３時より池田町段地内
のアピ（株）池田医薬品工場で実施されました。アピ（株）の沿革、業務内容、今後の事業
展開、新型インフルエンザワクチ
ン原薬工場や製剤工場についての
説明を受け、既設の医薬品工場内
の製造現場や屋外施設の見学。
　アピ（株）は明治４０年に養蜂業
から事業を起こし、その後飲料水
の原液や健康食品の製造に参入し
た。厳しい経済状況や雇用情勢の
なか、現在は医薬品への事業拡大
を意欲的に取り組まれている。ま
すます町とのつながりが深まり、
町の活性化が期待できる研修でし
た。

三町議員研修（アピ（株））

揖斐郡三町議会議員研揖斐郡三町議会議員研修修

新工場の建築概要（案）

③管理棟②製剤棟①原薬棟

約１,１９０㎡約５,５００㎡約３,７００㎡建築面積

約３,２７０㎡約１５,３７０㎡約１４,０００㎡延床面積

３層３階建４層５階建５層５階建階 層

約１６ｍ約２９ｍ約２７ｍ建物高さ

鉄骨造／準耐火建築／直接基礎　　　　構 造

保有水平耐力において２５％の余力を確保耐震構造

アピ（株）新工場の模型（右の白い建物は現工場）

① ②

③
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皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください

寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
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け
ま
せ
ん
。

　

ご
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お
願
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し
ま
す
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東
海
地
方
に
も
、
例
年

よ
り
十
三
日
も
早
い
梅
雨

明
け
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
夏
本
番
。

　

東
日
本
大
震
災
後
四
ヶ

月
が
経
過
、
一
日
も
早
い

復
興
と
、
こ
の
夏
場
の
衛

生
面
の
適
切
な
対
応
を
切

に
望
み
ま
す
。

　

七
月
四
日
、
養
老
町
役

場
へ
、
広
報
編
集
委
員
の

研
修
に
行
き
、
活
発
な
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
い

か
に
町
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
か
、

試
行
錯
誤
し
、
奮
闘
し
て

み
え
ま
し
た
。

　

私
達
も
正
し
い
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
、
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
出
来
る

よ
う
、
一
同
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

（
坂
口　

博
）
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催
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。
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。
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１．早朝、チリトリとカマを持っての道路沿い
の掃除はいつ頃から？　そのきっかけは？

　会社のトイレの掃除をいつも行っていたが、社員が
やってくれるようになり、約１０年前から会社周囲のゴミ
を拾うようになった。きっかけは、ダンボールが県道の
歩道一面に散らかっていて、日本（池田町）の恥だと思
い拾ったことです。雨の日も暑い日も続けていると習慣
となり、拾わずにおれない。自分の心を鍛えていると
思っている。

２．「岐阜掃除に学ぶ会」の活動は？
　県下の小・中・高校のトイレを磨く会です。先生・児童・
生徒・保護者・地域の皆さんが参加されます。汚いトイ
レを磨くことで、学校の雰囲気が明るくなり参加者の心
も磨かれる。

３．トイレ掃除で全国を廻っておられるよう
ですが、遠くはどこまで？

　全国に「掃除に学ぶ会」があり、参加している。北海
道や沖縄にも行きます。ブラジルや台湾にも参加してい
る。外国には毎年一回、私費で参加している。

４．反響は？
　いやいや義理に参加された方でも、掃除の後は大変す
がすがしい気持ちになれると喜んでもらえる。外国の
「掃除に学ぶ会」は規模が大きく数千人が参加する。

５．これからの活動の目標は？
　ひたすら掃除を続け、自分を鍛える。また、全国の経
営者を対象として行う無料の体験研修「タニサケ塾」と
全国への講演活動を続けていきたい。　　　 （坂口　博）

　毎日、早朝に県道岐阜関ヶ原線沿いで、
ゴミ拾いに汗を流しておられる「岐阜掃
除に学ぶ会」の代表世話人であり、（株）
タニサケの会長でもある松岡　浩（三和
町）さんへのインタビューです。

毎日毎朝、猛暑の中、５０分間のゴミ拾い

養老町での広報研修


